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序 文

秋田城跡の発掘調査は，昭和47年から開始して早いもので今年度で第三次5ヶ

年計画が終了いたします。

乙の聞を振り返ってみますと，昭和48年には乙れまで土塁と考えられていた外

郭線が築地塀である乙とが確認されました。また同53年には，井戸跡から初めての

木簡が発見され，中でも「天平六年月」とクギ書きされた木簡の出土によって

『続日本紀』記述の天平五年創建が裏付けられた乙とは，大きな成果でした。さ

らに，同56年以降継続して行った政庁域の調査では，漆紙文書の発見によって秋

田城で実施された古代税制の一部が明らかになり，次いで・中心施設である正殿跡

が発見され最も意義のある調査となりました。

来年度からは，第四次 5ヶ年計画が開始されます。発掘調査の問題も山積して

おりますが，遺跡保存，文化財保護の啓蒙という意味からも今後の最大の事業で

あります環境整備事業も近々に予定をされております。

乙のように多大な成果を上げる乙とができましたのも，各関係機関とりわけ文

化庁，秋田県教育委員会，宮城県多賀城調査研究所から常日頃頂いているご指導，

ζ協力の賜物と喪心より深く感謝申し上げる次第でございます。

昭和62年 3月31日

秋田市教育委員会

教育長高泉宏作
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例言

0本概報の執筆，編集は秋田城跡調査事務所の小松， 日野があたった。また図面，遺物整理lζ

は，調査補佐員佐々木さゆり，横山伸司と補助員の石塚信子，斎藤尚子の協力を得た。

器の解読は， 国立歴史民俗博物館助教授平川南氏のど指導を得た。

0第44次調査の鍛治遺構切り取り作業は，東北歴史資料館村山斌夫氏のζ指導を得た。

O発掘調査では下記の方々及び各関係機関のと指導，ζ助言を頂いた。(順不同)

多賀城跡調査研究所， 東北歴史資料館，熊谷市教育委員会，岡田茂弘，伊藤玄三，岩見誠ハ，

狩野久， 国生尚，伊藤稔， 工楽善通， 牛川喜幸，佐藤信，河野本道

凡例

。遺物

~~~fr? .黒色処理

欝擁護:転用硯
※土器断面を黒色lζ塗りつぶしてあるのが須恵器である。

。遺構図・土層断面図

千三，..'! .築地および基盤層

・:::::ミ訟に遺物包含層

三:飛砂層

総ぶミミ:寺内層
。遺物写真はすべて 1/3である。
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I 調査の計画

昭和61年度の発掘調査は，南外郭線の中央部と鵜ノ木地区それに，住宅改築lζ伴う緊急調査を実

施した。

発掘調査事業費は，総事業費1，400万円のうち国庫補助額50%(700万円) ，県費補助額25%

(350万円) ，市費負担額25%(350万円)である。

調査計画は下記表 Iのように立案した。

表 I 発掘調査計画

調査次数

第 44 次

第 45 次 鵜ノ木地

発掘面積 of (坪)

l，000of (303坪)

800 of (242坪)

A 年度は，上記計画以外に第44次調査と並行して住宅改築K伴う緊急調査を実施したため，乙れ

を第45次調査とし， 当初の第45次調査を第46次調査とした。

第44次調査は，南外郭線のほぼ中央部lζ当る乙とから，南門の究明と政庁南門に至る大路遺構の

検出を目的に実施した。その結果，調査地区の東南部は後世の削平が激しく 当初目的とした遺構は

検出できなかった。しかし，北東部では南北方向に延びる数条の溝遺構が検出された乙とから，道

路遺構の西側側溝の可能性が考えられる。政庁の中軸線は，調査区の東 3m--5mH:.設定されるが

住宅等の制約から調査不可能であった。

第45次調査は，住宅改築に伴う緊急、調査であったが，掘り方と築地崩壊土が確認された ζ とから，

外郭線に伴う櫓状掘立柱建物跡と推定された。

第46次調査は，昨年度調査期間の制約のため未精査であった88021掘立柱建物跡の精査と，そ

の西方を新たに実施した。その結果，竪穴住居跡，掘立柱建物跡，土取り穴等の遺構が検出された。

昭和61年度の発掘調査実施状況は次のとおりである。

表E 発掘調査実施状況

調査次数 調 査 地 区 発掘面積 of (坪)

第 44 次 大小路 地 区 1 ，269 of (304坪)

第 45 次 大小 路 地 区 180f (5坪)

第 46 次 鵜ノ木地区西部 5040f (152坪)

調査実施期間

4月 8日-10月 1日

5月 6日-5月17日

10月 6日-11月18日

昭和61年 9月20日には，第44次調査の現地説明会を開催し，約110名の一般市民及び県外からの参

加者が得られた。



E 第44次発掘調査

1 )調査経過

第44次調査は，寺内字大小路の外郭線中央部を対象，<:4月8日から10月 1日まで実施した。調

面積は1，269ofである。

機材運搬，草刈後測量開始。 i.lilJ量原点Nu9より測角し，調査地基準杭をx=ー 56，173m， Y = -
166，755 m， H = 31， 744 mとした(4月]0日)。約 1カ月で全調査地の表土及び旧耕作土除去作業

を終了した(5月16日)。乙の問，第45次として長谷川宅現状変更による調査を実施した。

調査区北西部からKNラインまで第皿~第V層とした褐色，赤褐色砂質土を掘り下げた結果，ほ

ぼ全面lと径20cm........40c回前後の小ピット群が検出された。しかし数量が多い上，不規則なため建物跡

と確認できたのは，比較的掘り方の大きいSB843のみである。なお，同層からは，完形も含めて

多量の赤褐色土器が出土 している。

KMラインの南側は， 2m程低い畑，<:4グリッドの拡張区を設け表土除去作業を実施した (30

) 0 LA-12........15からKMラインは，最近まで民家及び豚舎があったため古代の包含層はほとん

ど認められず， 表土を除去すると地山砂上に近世，現代までの撹乱土墳が認められる K過ぎない

ヒゴ

挿図 l 第44次， 45次調査周辺地形h
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堆積が認められたが性格付けはできなかった(6日)。南拡張区西側では，瓦小片を多く含む黄色

粘土層が検出されたととから，築地崩壊土の可能性が考えられたため，さらに西H::1グリッド拡張

した。その結果，粘土を埋土とする東西に延びる溝状遺構8A898が検出された。

調査区を北Iζ移動し，乙れまで検出されていた第羽層面の8B843，小ピット群 8A912の平板

実測を開始し，同時にその掘り下げを実施した。また， 土層断面ベノレトも実測，除去後最上層遺構

面の全景写真を撮り 遺物を取り上げた。

LC--LA -16--18グリッドの第四層を掘り下げたと乙ろ，南北に長い剖848A. Bが検出さ

れた。しかし，床面の一部が堅いものの西壁，南壁のプランが不明確で，正確な規模は把握できな

かった。埋土からは多くの赤褐色土器が出土したが，須恵器は小片を含めてもほんの一部である

(21日)。同竪穴住居跡の北，東側でも数軒の竪穴住居跡が検出された。

北地区は，第v--vn層面の遺構がほぼ検出されたので，住居跡中心の全景撮影を行った(7日)。

KO-17， 18グリッドで検出されていた大きなプランは，その埋土を掘り下げたと乙ろ，方形の

井側痕跡が認められた乙とから井戸と判断された。また，前述のKMラインlζ見られた版築状互

堆積は，築地とは異なる乙とから性格を追及すべく一層づっ除去したが，遺構らしいプランは確認

する乙とができなかった。

調査区中央部から北部の西壁に沿って 5個の掘り方が検出された。掘り方は，第VI層に覆われて

いるが，いずれも抜取り穴と思われる掘り

込が認められる。北，南，東側lζは，同様

の掘り方が認められない乙とから西に延び

る南北棟建物と考えられた。なお，北地区

周辺の竪穴住居跡群は 共通損IJ量ポイン卜

を設定し，図面接合を考慮にいれて平板実

測を行った。

北地区は，第四， vn層を除去し焼土が多

K出土する第咽層面をあらわす。

8E855西側精査の結果，第 17次調査で

西半分を調査済みの81206，さ らに同住

跡を切る8D251が検出された。調査地

全域で焼土面(第咽層)をあらわしたが，

同面の竪穴住居跡は検出できなかった。し

かし，遺構K伴わない土器が単独にしか

も，完形に近い形で出土する乙とから，何

らかの遺構が存在した可能性をうかがわせ

盟主主L旦.LJ..J~企L 川_Q1_一一一

挿図 2
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た。南拡張区を除く全景撮影 (21日)。

北地区の第咽層焼土面を除去したと乙

ろ，中央部で数個所の焼土遺構が検出され

た。 8X322，325がそれである。炉床lζ は

黄白色粘土を張り，その上面が焼面と化し

ている。遺構群の周辺からは，土器と共iζ

少量の鉄棒，羽口それに8X322からは，

幅 2mm--5凹，厚さ0.5凹程の鉄片が出

している。同様の焼土遺構は，西側でも認

められたが (8X350) ，鉄津，羽口等が

出土 しない乙と，焼土内から白い骨粉が認

められる乙とから，全く性格の異なる焼

遺構と考えられる (25日)。

前述の調査区西側で検出された8B845

の北から 2個目と 3個目の掘り方の中間で

鍛冶炉が検出された。検出層位は第1x層で

ある (30日)。本遺構は調査終了後，東北

歴史資料館の村山斌夫氏の指導のもとで

「遺構切り取り作業Jを実施した。

調査区の中央部は，第政層以下で多くの

竪穴住居跡が検出された。かなり重複が激

しい上，遺存状況が悪く，必ずしも明確

な前後関係は把握できなかった(8月 4

日)。南北に延びる建物8B889も検出さ

れたが，掘り方iζ重複が認められる乙とか

ら同位置で建て替えられたものと考えられ

る。旧期のものは第咽層焼土面下，新期の

ものは焼土面を切って造営されている。

北西部では，最下層から火災住居が検出

された。壁には割り板を横iζ並べ，数個所

を細い杭で止め，床iζ は禾本科植物(カ

ヤ)と恩われる炭化植物がピッシリ敷かれ

- 4 -
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ている。

を掘り下げる

を切る 81875が検

調査区南では，築地崩壊土の瓦

乙の段階で崩壊( 27 

) 0 8E855と周辺の住居跡( 9月17出された

( 9月 5群の精査を行い81893を検出した

げなお， 8E855は井側内部を底面まで掘り

長円形の曲物痕を確認した直後，崩落したため深

さを記録した後埋めもどした(11

から19日まで全域のと並行して12細部の精

実測を行う。槌り方設定については，調査地の高

低差が大きいため，水糸レベルを北から各々 30.4

26 mの 4段階とし27.90 m ， 29.40 m ， Om， 

iζ現地説明会9月20中であったが，調fこ。

P 

T 午前中を開催し， 110名の参加者を得た。同

挿図5，各遺構細部撮影を行った。は，全景写

師器杯が出土し81894が検出され床面より内 黒丸底8E855H:北接する 81893東側では，

ている (26

を終了した。すべての調，南，北壁の断面図を作成し 10月 1ヌ東，各掘り方及び調

ω
0

・ちヨ

2 )検出遺構と出土遺物

文l版 2・4) 

面までに

可 E版 5) 

第 5層で検出した梁間 1間(3 m)，桁行 2

焼から，第 8

(第 4弘h

(第 2比，

確認した遺構面である。

S8843建物跡

褐色砂

0上層遺構面

第 5

間 (2.1 m + 2. 1 m)の東西棟掘立柱建物跡で

ある。建物方位は，西梁聞が北で東iζ約13度

振れる。柱掘り方は径50cm，...，_70cm，深さは

である。

した8B843と同じ規模，掘り

は暗褐色砂質

(第 5図)

40cm，...，_60cmで，埋

S8844建物跡

.で検第 5

8B843建物跡第 4図

- 9 -

の掘立柱建物跡である。梁間 1間

(3 m)，桁行 2間 (2.1 m + 2. 1 m )の東西

，埋



棟で，建物方位は，西梁聞が北で西iζ約 4度振れている。

S8845建物跡 (第 6図)

第 6層粘土層を除去した段階でプランを確認した南北4間

C3m+3m+3m+3m)の建物で，西側は調査区外にあり，

全体の規模については不明である。抜取り穴lζは，多量の粘土

が入り込んでおり，掘り方にも新旧の重複が観察されている。

新掘り方には.焼土，炭化物が混入しており， 直径1.5m，深

さ1.2mと規模の大きいものである。

SA912ピット群 (第 2図，図版 2・4) 

1>-

!l 

場物珍滋物協:2m

第 5図 8B844建物跡

1 (3-323) 

ミぐ

〉

cコ
ヨ

第 6図 8B845建物跡
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第 7図 8B845建物跡出土遺物



8B845建物跡出土造物(第 7図，図版29)

No. 種 類 出土居位 切り離し 調

須 恵 器 掘り方埋土 へフ切リ

2 土 師 器 掘り方埋土 糸切り 体下端.底部周縁ケズリ

3 須 恵 器 掘り方埋土 糸切り

4 須 恵 器 掘り方埋土 糸切り

5 赤褐色土器 掘り方埋土 糸切り
」

8A912小ピット群出土造物(第8図，図版29・30)

No. 種 類 出土層位 切り離し

須 恵 器 掘り方埋土 へフ切り

2 須 恵 器 掘り方埋土 へラ切リ

3 須 恵 器 掘り方埋土 へフ切り

4 須 恵 器 掘り方埋土 へラ切り

5 須 恵 器 掘り方埋土 へフ切り

6 須 恵 器 掘り方埋土 へラ切リ

7 須 恵 器 掘り方埋土 へフ切リ

8 赤褐色土器 掘り方埋土 糸切り

9 赤 褐色土器 掘り方埋土 糸切り

10 赤 褐色土器 掘り方埋土 糸切り

11 赤 褐色土器 掘り方埋土 糸切り

12 赤 褐色土器 掘り方埋土 糸切り

13 赤褐色土器 掘り方埋土 糸切り

14 赤褐色土器 掘り方埋土 糸切り

15 赤褐色土器 掘り方埋土 糸切り

16 赤褐色土器 掘り方埋土 糸切り

17 赤 褐 色土 器 掘り方埋土

18 赤褐色土器 掘り方埋土

19 赤褐色土器 掘り方埋土 へラ切リ

20 赤褐色土器 掘り方埋土 糸切り

21 土 日市 器 掘り方埋土

N10. I種類|出

1|赤 褐 色土 器|埋

2 I土錘 |埋

ー位| 切り離し

土 |

土|

調

体下端ケズリ

体下端回転ケズリ

体下端底部全面回転ケズリ

体下端回転ケズリ

非ロクロ .内外叩き

調

整

整

整

備 考

墨書 「浄」

備

墨書 「金」

墨書

墨書「山人」

墨書 「ニ」

墨書 「ー」

墨書 「官」か

墨書 「下」

墨書 「上jか

墨書 「中食j

墨書 「器口J

墨書 「嫁」

墨書

底部穿孔

備

思 =

考

考

第 5層褐色砂，第6層粘 面を中心iζ検出された， 径20cm--60cmのピット ，柱穴状の小掘り

方，小土境群で・ある。ピット ，小掘り方は，配置が不規則で建物としての組合せも不明であり，埋

も黒色，暗褐色砂質土の類似する埋土である乙とから性格不明のピット，土境群としてまとめた。

S0856.......859溝跡 (第 2図，図版 2・4) 

第 5層褐色砂面で検出した暗褐色砂質土を埋土とする溝である。幅40cm--70cm，深さ30cm--40cm

で， 8D857 Aと交わる8D857Bを除き，すべて東西方位で東で南K振れている。方位の近似する8D

856. 857. 859などは.同時期の可能性が考えられる。

S0860溝跡 (第 2図，図版10)

発掘基準線とほぼ一致し，東西K延びる幅30cm，深さ30cmの溝である。 818481Cよって壊されて

- 11-



ら，

1 (3-328) V 4 (3-331) 

第 8図第 6層SA912小ピット群出土遺物
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おり，それより古い。

SI846竪穴遺構 (第10図，図版10)

東西 7m，南北5.1mの長方形のプランで，各辺iζ3本の

径50cm-80cmの円形，楕円形の掘り方が伴う。柱掘り方は深さ

が床面から50cm-70cmで柱痕跡は直径20cmの円形である。カマ

ドの付設がない乙とから，通常の居住を目的とする竪穴住居跡

とは性格の異なるもので，第33次調査，第36次調査で検出し，

房と推定した遺構の小規模なものと考えられる。

SI847竪穴遺構 (第12図，図版11)

開。
⑨ 2 (3-350) 

第 9図 8D857 A溝出土遺物

81846の南で南北に並ぶ状態で検出された同規模の竪穴遺構である。南東部を中心lζ後世の削平

を受けて全体は不明であるが，東西7.2m，南北4.8m，北辺，西辺lζ各々 3本の柱掘り方が伴う。

西半部の床面には，一面lζ炭化物の堆積が認められ，地床炉状の焼面が観察されている。北辺では，

僻 t官下でゆ菌10cmの溝を検出している。

SI848竪穴遺構 (第14図，図版 9) 

東西 5m，南北9.2mの長方形プランで，南西コーナ一部を中心に削平されている。遺存状態の

良い北壁で深さ35cm，北西の床面lζ焼土，炭化物が認められるがカマド，炉等の付設はない。 81

846， 847のような壁沿いの柱掘り方もなく，乙れらとは性格が異なる可能性がある。埋土の一部K

堅い粘土面が形成され，炭化物が散布しており， 埋まりきる前に一時的に生活面として使用されて

いたことが考えられる。

81846竪穴遺構出土造物(第11図、図版33・34)

No. 種 類 出土居位 切り離し 調 整 備 考

須 恵 器 掘 り 方 へラ切り 墨書 「大J

2 土 日市 器 埋 土 内黒

3 赤褐色土器 埋 土 糸切り

4 赤褐色土器 埋 土 糸切り 墨書 「厨」

5 赤褐色土器 埋 土 糸切り 墨書「厨」

6 赤褐色土器 埋 土 糸切り 墨書 「厨」

7 赤褐色土器 埋 土 糸切り 墨書 「口所J

8 赤褐色土器 埋 土 糸切り 墨書 「厨J

9 赤褐色土器 埋 土 糸切り 墨書 「厨上」

10 赤褐色土器 埋 土 糸切り 墨書「厨」

11 赤褐色土器 埋 土 糸切り 墨書「秋田j

12 赤褐色土器 埋 土 糸切り 墨書「口田」

13 赤 補色土器 埋 土 糸切り 墨書「騨口」

14 赤褐色土器 埋晴 土 糸切り 墨書 「厨J

15 赤褐色土器 埋 土 糸切り 釘書 「丈」

16 須 恵 器 掘 り 方 へラ切り 転用硯

17 青 磁 埋 土 線刻

- 13-
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SI849竪穴住居跡 (第16図，図版10)

東西4.4m.南北は削平されており不明である。東壁lζカマドが付設されているが，自IJ平のため

痕跡のみである。なお，南の焼土は床面の下lζ位置しており，本遺構lと伴うものではない。 81848

と重複しており，それより古いものである。

S1850"J853竪穴遺構 (第20図，図版 4) 
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81847竪穴遺構出土遺物(第13図、図版34)

No. 種 類 出土居位 切り離し

須 曹、 器 埋 土 糸切り

2 赤褐色土器 埋 土 糸切り

3 赤褐色土器 埋 土 糸切り

4 赤褐色土器 埋 土 糸切り

5 赤褐色土器 埋 土 糸切り

6 赤褐色土器 埋 土

7 赤褐色土器 埋 土 糸切り

8 赤褐色土器 埋 土 糸切り

9 赤褐色土器 埋 土 糸切り

10 紡 錘 車 埋 土

国|

CFE ココ

Eピ
...:.. 30m 

凶 |

。 1 : 60 2m 

第12図 81847竪穴遺構

調 整 備 考

体下端回転ケズリ

墨書 「厨」

油煙

墨書 「厨」か
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1 (3-392) 

2 (3-393) 3 (3ー394)

I : 3 10 (3-401) 

ι 

第13図 81847竪穴遺構出土造物

9 (3-400) 

81848竪穴遺構出土造物(第15図、図版35)

No. 種 類 出土居位 切り離し 調 整 備 考

赤褐色土器 埋 土 糸切り

2 赤褐色土器 埋 土 糸切り

3 赤褐色土器 埋 土 糸切り 油煙

4 赤褐色土器 埋 土 糸切り

5 赤褐色土器 埋 土 糸切り 油煙

6 土 日市 器 埋 土 糸切り 墨書「太 ・太」

7 赤褐色土器 埋 土 糸切り

8 赤褐色土器 埋 土 糸切り

9 赤褐色土器 埋 土 墨書

10 瓦 埋 土 斜格子

11 石 貧IJ 埋 土

4軒重複する状態で検出された。81850→852→853と古くなる。81851は81850より古いが，他と

の新旧関係は不明である。いずれも迫存する掘り込みは浅く ，カマドの有無，全体のプランについ

ては不明である。

SI854竪穴遺構 (第21図)

北壁の一部を残し，床面のみの検出である。床面は炭化物，焼土が堅く敷き詰められた状態で南

北3.7m，東西3.2mの範囲で認められる。8B845建物と重複 し，それより古いものである。

- 17-
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1 (3-413) 

5 (3-417) 

第171S<

に-主J
三
丘三〆

81849竪穴住居跡出土造物(第17図，図版35，36) 

3 (3-415) 

門い円
U

1 : 3 

ι 

No. 種 類 出土居位 切り離し 調 整 備 考 |
須 恵、 器 埋 土 へラ切り 墨書「厨J

2 赤褐色土器 床 面 糸切り 体下端回転ケズリ

3 赤褐色土器 カマド内 糸切り 体下端回転ケズリ 支脚K使用

4 赤褐色土器 カマド内 糸切り 体下端回転ケズリ

5 須 車、 器 カマド内 肩部回転ケズリ 転用硯

6 赤褐色土器 埋 土 墨書 「大」

7 砥 石 埋 土

S1850竪穴遺構出土造物(第18図，図版36)

種 類 ' ・一 一

赤 褐色土器

赤褐色土器

調

体下端回転ケズリ

81853竪穴遺構出

種 類 調

赤褐色土器

¥ιf 
¥グ
第18図 81850竪穴遺構出土造物

整 備 考

整 考

1 (3-422) 

第19図 81853竪穴遺構出土遺物
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1 : 60 

30m40旦'

SE855井戸跡

。|

Cコc.o 
E 
Cコ
c") 

にJ

東西5.3m，南北4.5mの円形プランで，深さ4.6mの揺鉢状の掘り込みを行い， 一辺90cmの方形

の井側を据えている。井側の底面には直径60cm，深さ30cmの円形の曲物痕跡が確認された。井側の

質部は，既iζ腐朽し痕跡が残るだけであるが，横桟，隅柱の痕跡が確認された。裏込めが砂質で
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__. 

I A' 

O 
_， 

q 

。
。

あるため調査途中で崩壊し，裏込め

埋土，井側底面付近の状況を図示し

の中層，底面えなかった。井側埋

付近から珠洲系中世陶器播鉢の破片

その廃棄の時期はが出土しており， 。
中世iζ求める乙とができる。

A 

(第 2図，図版 3) 0第9層遺構面

ハ
ゆ

焼土面を除去した段階で確

(第26.27図，

で既iζ西半部を検出済

認，検出した遺構である。

SI206竪穴住居跡

図版13，18) 

第17次調

第 8

ではカマドを

心とする東半部を検出した。東壁，

みであり，本次調

29m60全'

::::::: ::..，， !ロ ."が:日::: :::~ :1/::ー:宗主主ミ宇
L.・円・ 日T.. 

・;;:::0

第21国 SI制 竪穴遺構 | 

南壁はそれぞれSK904. SD8591C 

よって壊されている。カマドは東僻
1 : 60 

一十一lと付設され，瓦を補強北寄りの位

く〉

。。。SK902・903・904・905
・906・910・911土壌
SA907掘り方
SA914ピット出土造物

第22図

ピット出土造物(第22図，図版41， 43) 

No. 額 類 出土層位 切り離し 調 ふ盤 備 考:

赤褐色土器 鋸 り 方 糸切り SK902 油煙、

2 赤偏色土器 錨 り 方 糸切り SK903 銀f号、 |甥J
3 須 恵 器 掘 り 方 へフ切り SK904 盤曾「厨J
4 須 窓 器 18 掘 り 方 へラ切り 体下端回転ケズリ SK906 

5 須 葱 器 錨 り 方 糸切り SK910 ~{!!: r問J
6 赤網色土器 掘 り 方 SK911 題担Jr口所J
7 砥 石 掘 り 方 SA907 
8 総 飽 錨 り 方 SK914 

- 22-
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jと ~- b

¥人上dク

-司.0 

~ 6 ι 
圃・r4 (3-513) 第24図 SE855井戸跡出土遺物

SK908土壌出土造物(第23図，図版43)

種 類|出土居位

赤褐色土器|掘 り 方

赤渇色土器|編 り 方

赤潟色土器|綴 り 方
赤潟色土器|綴 り 方

赤燭色土器|掘 り 方
赤潟色土器|鋸 り 方

SE855井戸跡出土造物(第24図，図版44)

種 類|出土層位

赤栂色土器|埋 土

中世陶器|井側内

中世陶器|井側内

中世陶器|埋 土

調

体下端回転ケズリ

体下綿回転ケズリ

調

整

整

-...."""".__ ョ・.，〆

備

.~ r大J
~WJ r上J

市〕

備

材とした粘土組で，燃焼部には赤褐色土器杯を伏せた状態で置き，支脚として使用している。

SI861竪穴住居跡 (第10図)

考

考

SI846ieよって壊されており，北半部は調査区外にある乙とから，東西壁一部のみの検出であるo
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東西3.9mで，東壁から

西壁方向に炭化物，焼

の堆積面が 2枚観察され

る乙とから東壁にカマド

が想定され， しかも時期

の異なる床面が存在する

ものと考えられた。

SI862竪穴遺構 (第

29図)

A 

A' 

81846の床面下層で検

出した。後述する81863

の埋土上位部で東西，南

北2.5mの範囲で中央の

凹む鍋底状を呈 し，堅い

粘土層と炭火物の踏み

められた状態の床面を検

出している。カマドの付

設はない。 27m~ 

SI863竪穴住居跡 (第

29， 30図，図版15，18) 

81846， 862の床面下

で検出した。プランは東

西 4m，南北3.2mの方

形で東壁中央やや北寄り

にカマドが付設されてい

る。カマドは粘土組で，

補強材として袖部lζ瓦か

使用されている。

SI864竪穴住居跡

(第31図) 第25図 8E855井戸跡

81847の床面下層で検出した。プランは東西 4m，南北不明の方形で東壁中央北寄りの位置にカマ

ドが付設されている。カマドは削平され痕跡の焼土のみが残っている。壁の遺存状態も悪く，西酵

で:20cm，東壁は10cmと浅い。 81863と81846との重複関係と，本住居と81847の状況が類似している
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32cmである。

SI866竪穴遺構 (第62区1，図版16)

8E886， 8K888と重複し，それよりも古いものである。東西1.9 m，南北2.3mの方形で，深さ20

cm-30cmで・ある。カマド及び炉等の付設は認められない。

SI867竪穴住居跡 (第34図，図版11)

南半部は削平されており，南北規模は不明である。東西3.1m，東壁に粘土組のカマ ドが付設さ

国 |
れている。深さは，壁の遺存状況が悪

く10cm-20cmと浅い。

SI868竪穴住居跡 (第34図，図版

11) 

81867の南西床面の炭化物商を壊して

おり ，それより新しいものである。東西

1.9m，南北 1.8mの方形で，深さは

20cm-30cm，床面の中央東寄りの位置

に地床炉と考えられる焼面が認められ

デバ¥

---aaJ孟主主三

1 : 30 

ヒコ
白
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EヨムCトOコJ 子三喧。
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SI869竪穴住居跡 (第36図，図版13)

8B845と重複し，床面がその掘り方によって壊されている。東西2.3m.南北2.8mの方形である

が，カマド付設の位置については不明で、ある。しかし，床面にはカマドからのものと考えられる炭

化物，焼土が認められる。深さは20cm.........25cmで，埋土及び床面から赤褐色土器杯がまとまって出土

しTこ。

SI870竪穴住居跡 (第38図)

東西3.2m.南北 3mの範囲で焼土，炭化物の堆積する床面のみを検出した。 しかし，西はさら

に調査区外に延び，南は第17次調査地となるととから.全体の規模については不明である。床面か

らは赤褐色土器がまとまって出土した。

1 (3-423) 

3 (3 -425) 
1 : 3 

跡出土遺物
1 : 60 
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第33図 81865竪穴住居跡
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SI871竪穴住居跡 (第40図，図版14)

81872と重複し，それより新しい。東西は

不明であるが南北は2.5mで‘床面南西部に地

床炉状の焼面，焼土があり，中央部lζは拳大

の河原石が置かれていた。

S1872竪穴住居跡 (第40・42図，図版14・

18) 

81871. 873と重複 し，前者より古く，後者

より新しいものである。西側が81871~C よっ

て壊されており東西は不明であるが，南北は

2.5m，カマドは南壁に付設されている。力

、三主三三-426)

1 1・ 3 5 cm 第35~

I 81867竪穴住居跡出土遺物

81867竪穴住居跡出土遺物(第35図，図版36)

ι 忌岡，:~'司 29m20
第36図
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マドは，粘土組で東袖部には瓦を使用しており，燃焼部には土師器裂の底部を伏せて支脚としてい

る。

SI873竪穴住居跡 (第40図，図版14)

81872と重擾し，それより古いものである。東西1.6m，南北2.7mの長方形で，北西のコーナ一

部を中心K焼土，粘土を検出している。当初，乙の全体の焼土塊を本住居跡のカマドと考えていた

が， 精査の結果， 西壁より突出した瓦使用部分については後述する81236(第17次調査検出)のカ

マドと判明， 東部分の焼土が本住居跡のカマドの痕跡と考えられる。

℃士J
5 (3-431) 

12 (3-438) 

、ナ

第37図

2 (3-428) 

マ
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た1dノ

¥三主七ノ
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11 (3-437) 
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81869竪穴住居跡出土遺物(第37図，図版37，38) 

No. 種 類 出土層位 切り離し 調 整 備 考

須 恵 器 床 面 糸切り 墨書「田」か

2 土 日市 器 埋 土 糸切り 体下端回ケズリ ・ミガキ 内黒

3 赤褐色土器 床 面 糸切り 体下端回ケズリ 墨書「ー」 ・油煙

4 赤褐色土器 床 面 糸切り 体下端回ケズリ 墨書「中」

5 赤褐色土器 埋 土 糸切り 体下端回ケズリ 油煙

6 赤褐色土器 埋 土 糸切り 体下端回ケズ リ 油煙

7 赤褐色土器 床 面 糸切り 体下端回ケズリ 油煙

8 赤褐色土器 埋 土 糸切り 墨書「田Jr匠」ヵ

9 赤褐色土器 埋 土 糸切り 墨書「固」

10 赤褐色土器 埋 土 糸切り

11 赤褐色土器 埋 土 糸切り

12 赤褐色土器 埋 土 糸切り 墨書「中」

13 赤褐色土器 埋 土 糸切り

14 赤褐色土器 床 面 糸切り

81870竪穴住居跡出土造物(第39図，図版38)

No. 種 類 出土層位 切り離し 調 整 備 考

須 恵 器 埋 土 糸切り 内面漆膜

2 須 恵、 器 床 面 糸切り

3 須 恵 器 埋 土 へラ切り 墨書 「官J
4 赤褐色土器 床 面 糸切り 体下端回転ケズリ

5 赤褐色土器 埋 土 糸切り 体下端回転ケズリ 油煙

6 赤褐色土器 床 面 糸切り 体下端回転ケズリ

7 赤褐色土器 床 面 糸切り 体下端回転ケズリ 油煙

8 赤褐色土器 床 面 糸切り 体下端回転ケズリ

9 赤褐色土器 床 面 糸切り 体下端手持ちケズリ

10 赤褐色土器 床 面 糸切り

11 赤褐色土器 床 面 糸切り

12 赤褐色土器 床 面 体下端手持ちケズ リ

SI874A竪穴住居跡 (第40図) ⑧ 
81873の北東で検出したが， 重複関係がな

σ 

く，層的lζ も焼土層(第 8層)の堆積範囲外

iζあり，どの遺構面lζ伴うか不明であった。 ト

60 
ア81874Aの床面下層で検出。東西 2m，南

第38図 81870竪穴住居跡

- 31 -
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第39図 81870竪穴住居跡出土造物

81871竪穴住居跡出土造物(第41図，図版39)

調

S1872竪穴住居跡出土遺物(第43図，図版39)

-d 

勺}__l

1 : 3 

整 備

8 (3-448) 

矛F
J 

一 一E 出 土 層位 ' ・ームム 調 整 備

転用硯

転用硯

考

床面

床面

カマド

床面

外面カキ 目 ・内面カキ目

S1874A竪穴住居跡出土遺物(第45図，図版40)

E 種 類 |出土層位

須恵器 |床 面

須恵器|カマド

調

- 32-
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81876竪穴住居跡

M 版12)

東半部は近世以降の削平，南

半部は81877，c.よって壊されて

おり全体は不明である。深さは

lOcm弱と浅く ，壁の迫存状況も

悪い。床面は焼土，炭化物が堅

く踏み固められた状態であり，

須恵器小形壷などがまとまって

¥ ふと

出土した。

81877竪穴住居跡 (第48図，図版12)

81876を壊しており ，

る。床面は，炭化物が堅く締まった状態であり ，Jt壁での深さは15cm程で‘ある。

Nap 「
調 整

8K887土境出土遺物(第51図，図版42)

備 考

No. 種 類 出 土層 位 切り離し 調 整 備 考

須 恵、 25 埋 土 へラ切り 油煙

2 須 恵、 ~~ 埋 土 へラ切り

3 5頁 恵 器 埋 土 へラ切り

4 須 恵 器 埋 土 へラ切り

5 土 日市 *~ 埋 土 糸切り 体下端、底部ケズリ 内黒

6 赤褐色土器 埋 土 糸切り 体下端回転ケズリ

- 35 -



LB市器がま深さ 40cmの黒色 I~を i']I 1::.と する上墳で須恵、器，

SK887土壌 (第 21;;<1)

第 8J丹焼上下肘で検111した位係 1m， 

|の
とま ってIH上しているの

SK888土墳 (第 21ヌ1)

SI866と屯彼し，乙れより新しい点州1.8 m， 

南北1.2mの方形の士墳で.深さ約20cmと浅

一いものである。
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(第52図，図版 7) SE886井戸跡

乙れより新しいものである。直

形で南東部が崩落している。深さは

、ν部で外lζ膨らむ栂り方である。井側，1. 9m， 

複し，81866と

径:1. 2mの

井筒等の痕跡が認められないため，素掘りの井戸と

が抜き取られた可能性もあも考えられるが，井側

る。

A' 

(第53図，図版 9) SX878鍛冶炉跡

央lζ遺構である。鍛冶の炉跡と推定される焼

径20cm，深さ 10cmの円筒状の落ち込みがあり，落

4方向iζ溝状の浅い落ち込みが端lζは，ち込みの29m60 

付く 。溝と溝の聞には，南東部を除き 3個の河原

で構築している。円筒色粘体をされ，が配

部分，溝部分は堅くガリガリ iζ焼き締まっており，

色の還元状態にな っている。さらにその周縁は 111..'

色粘土との境まで酸化状態にな っておその外は，

り，かなりな高熱を受けたものと推定された。北側

が出.端iとかかる状態でフイゴ‘の羽の溝から円筒

，円筒の

が配されている乙とが判明した。

刷版 8) (第 2包，SX879-883焼土遺構

の充填する

径 2m 径10cmの円形のものから，

，遺構切り取り保存の作業

にも河原

鍛冶の炉跡と考えられるスサ入り焼

遺構である。

した。後

炉床

の楕円形のものまであるが，いずれも原形を推定す

る乙とができないほど崩れている。8X879からは鍛

造の際の鉄片が出土，8X880では炉床と推定される

塊を検出している。

に~-514)
1 ・ p ・ ・ 第54図

円形の焼

1>-

( " 
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1 7 1l ・14U: !第53図 8X878鍛冶炉跡

8X884焼土遺構出土造物(第54図，図版44)

1>-

第52~

8X884焼土遺構出土造物

考

内外赤色顔料

備整
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SX884， 885焼土遺構 (第 2図)

前述の焼土遺構と異なり，焼土i乙スサが認められず，骨片が混入するものである。長楕円形

(SX855)，円形 (SX884)に焼土.炭化物が広がり，その中央部には焼面が残存している。

第55図 SB889建物跡

- 38-



⑧ 
。
的
目
的
N
|

、回

国 |

C>' 00 

cれnコ

。 i-/ 
日

口
T込

0下層遺構面 (第 2図，図版 4)

SB889建物跡 (第55図，図版 5・8) 

東西 2間 C3m+3m).南北 5間 C3 m + 

3m+3m+3m+…・)以上の南北棟の建物で，

南から3問自に間仕切りが入る。建物方位は，

調査基準線にほぼ一致するが，北で西に約 3度

振れている。掘り方は1.2m---2mの円形，楕

円形で深さ1.2m---1.5mと規模の大きいもので， 第57図 SA907柱列

新旧の重複があり，同位置地点での建て替えが行われている。東桁行の 3本と間仕切には明瞭な

第56図 SA898布掘り溝

A0一色
A 30m 

A' 

A' 

径36cmの円形の柱痕跡が認められ， 埋土iζは焼土が多量に混入している。また，柱掘り方K重複 し

径60cm---70cm.深さ50cm---60cmの不整円形の掘り込みを検出している。いずれも埋土には焼土庁

混入しており，焼土が堆積 した後にそれを掘り込んで，掘り方規模の小さい建物を建て替えている。

SA898布掘り溝 (柱列) C第56図)

築地崩壊土と考えられる粘土層を掘り込んでおり，乙れまで外郭線の調査で検出されている築地

崩壊後の外郭施設である柱列の布掘り溝と判断した。遺存状況が悪く，底面付近がわずかに残存し

ている。幅 1m.深さは西で'20cm---30cm.東で'70cmで・少なくとも 2時期の重複が認められる。さら

に東側iζ延びているものと考えられるが，畑地造成のため削平されている。
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SA907柱列 (第57図，図版 5) 

8B889建物の間仕切り付近で柱掘り方と重複 し，

それより新しい東西 2間，3本の柱列である。上層

遺構面の81846の柱掘り方とも重複し，乙れによっ

て壊されている。柱位置は不明であるが，掘り方の

央で2.7mの等間である。柱列方向はほぼ東西基

準線K一致する。

SA913柱列 (第58図，図版 6) 

8D899溝と並行する南北 3間， 4本の柱列で，さ

らに南iζ延びる可能性もあるが，自IJ平のため不明で

ある。 8D900と重複し，乙れより新しい。柱位置は

掘り方が浅く，わずかに底面しか造存しておらず不

明であるが，掘り方中心を取ると1.8m等間となる。

柱列方向は調査南北基準線とほぼ一致する。

SD897溝 (第 2図)

幅30cm"""'40cm，深さ40cm，南北約 4mの溝である。

溝の方向は，調査南北基準線とほぼ一致する。

SD899~901 溝 (第58図，図版 6・8) 
キ ，A:;--._ _ __ 

...， ...... 30m60詮...I 

調査区北東部で検出した 3本の南北溝である、北

はさらに調査区外K延び，南は削平されている。各々

の溝は中心で1.5m間隔で，溝の方向はほぼ調査南

北基準線K一致する。同時に存在したものか，時期

の異なるものか不明であるが，西の8D901と東の

81209竪穴住居跡出土造物 (17次) (第60図，図版32)

No. 種 類 出土層位 切り離し 調

須 恵 器 埋 土 へラ切り 底部撫で

2 須 恵 器 床 面 へラ切り

3 赤褐色土器 埋 土 糸切り 体下端回転ケズリ

4 赤褐色土器 埋 土 糸切り 体下端回転ケズリ

5 赤褐色土器 埋 土 糸切り 体下端回転ケズリ

6 赤 褐色土器 埋 土 糸切り 体下端回転ケズリ

7 須 恵、 器 埋 土 肩部回転ケズリ

81237竪穴遺構出土遺物 (17次) (第61図，図版33)

種類

土師器

砥石

内黒

--40 -

調

r。;FJ
語品J

整 備

内面硯転用

墨書 「政」

整

』

考



8D899の埋土が異なる乙 とから，

ξ 
少なくとも乙の両者に関しては，

時期の相違があるものと考えら

れる 。重複関係については，

8D901が 8A907より古く， 8D 

900は8A913より古いもので，

8D899は他の遺構との重複がな

く不明である。

SI209竪穴住居跡 (第59図)

Aと、 A' 
第17次調査で既に検出済みで

∞1 句

に誌、

。

1 : 60 ;m-量三重一
11 : 3 ヤ 2(3-374) 

第59D、 81209・81909竪穴住居跡 第61図 81237竪穴遺構出土遺物
(第17次調査)

1 (3-366) 一¥グ

7 (3-372) 
1 : 3 

第60図 81209竪穴住居跡出土遺物(第17次調査) (第17次調査)
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あり，本次調査ではその北東部を検出し，全体の規模が明確となった。東西5.8m，南北 5mの方

形で，深さ30cm-40cm，床面及び壁面には，炭化材や禾本科植物の炭化物が遺存する焼失家屋であ

る。

SI236竪穴住居跡 (第64図)

第17次調査で一部検出済みであり ，本次調査ではその東半部を検出，東西3.1m，南北3.5mの規模

が明確となった。カマドは東壁ほぼ中央に位置し，袖部iζ平瓦を使用した粘土組である。袖部の瓦

は.完形の一枚瓦である。

SI237竪穴遺構 (第64図)

第]7次調査で西半部を検出済みである。東西1.7m，南北 2m以上で=あるが，北壁不明のため

日 。む G 

庁。 (// 。

グ「
V。 -~ 1-口

6 (3-474) 

81890竪穴住居跡

No. 種 類

須 恵、 器

2 鉄 主T
3 鉄 釘

4 鉄 釘

5 鉄 釘

6 鉄 ~T 
7 鉄 ~T 

8 鉄 釘

9 鉄 室I

10 鉄 釘

]1 鉄 主T

I I 。 。 も。

白押
。 ~ //-0 

-0 庁。
3 (3-471) 

5 (3-473) 

4 (3-472) 

-0 IT-o -Ir-i -口

。
ーロ

ーロ

7(3-475)8(3-476)5(3-477)10(3ー 478)11 (3-479) 

遺物(第63図，図版41) 第63図 81890竪穴住居跡出戸造物

出土居位 切り離し 調 整 備 矛JF 

床 面 へフ切り 墨書 「厨」

床 面

床 面

床 面

床 面

床 面

床 面

床 面

床 面

床 面

床 面
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体は明確でない。カマド，

炉などの付設はない。

SI890竪穴住居跡

(第62区1，図版16)

東西は西側が調査区外

にあり不明，南北は6.8

mの焼失家屋である、醇-

lとは板材が炭化した状態

でl1t存しており .細い杭

状の材がそれを押さえて

いる。床面Kは，禾本科

植物の炭化物が東西方向

lζ敷き詰められた状態で

検出した。また，床面カ

らは鉄釘が]0点出土した。 ; 

S8845， SI866， SK888と

回

1 : 60 
一十一

一』複し，それより古いものである。

SI891竪穴住居跡 (第64，65図，図版14)

東西不明，南北 3mの方形である、 東壁中

央やや北寄りの位置にカマドが付設されてい

る。カマドは粘土組で，南袖部lζ河原石を使

用し，燃焼部には土師器饗の底部を伏せて

脚としている。

SI892竪穴住居跡 (第67図，図版17)

は削平のため不明，南北5.4rnの方形

である。炭化物の堆積する床面までの深さは.

北壁で'20cm，その下層でS1893を検出した。

SI893竪穴住居跡 (第67，68区1，図版]7，

18) 

S1892の床面下で検出した。東西3.4rn， I 

S1891竪穴住

|No. I種

|1 I須恵

A 

2m緩薮溺:f:f:;忘該宗妥ff，泳三総務;
l 第64図 SI236・897竪穴住居跡

SI237竪穴遺構

1<( <1 

o 

1< 

30 

己
第65図 S1891カマド

¥一¥=j
第66図 S1891竪穴住居跡出土遺物

調 整 備
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。
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調 整

非ロクロ 、内外面磨き
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A' 

!回
出
l
N
斗
臼
∞
O

-O~ 
A 

北4.3mの方形で，北壁東

組である

している。

から浮いた位

が，袖部の芯材，燃焼部の

隅iζカマドが付設されてい

る。カマドは粘

酵面lζ瓦を使

中，

o 
q] 

面，

カマドの痕跡と考えられる

にさらに炭化物の

塊を検出してい粘土，焼

A' 
回全27m80

回

る。

遺物跡出

81893カマド

30 

、J

A
守

町
U

版

「

M
l
コ
物
図

ω
主
遺

1

3

t

出

図

土
跡

初

主
居
第

。』

住

(

穴

物

竪

造
的
出
土

問
出

S
跡

第68阿

それよ

いものである。北壁で

カマドの痕跡と考えられる

SI894竪穴住居跡

[2<1版17)

81893と重複し ，

(第67図，

り

1 (3-484) 第69~

81894竪穴{
第71図 81909竪穴{

整

磨き非ロク口 、内外

調

撫で

考備整調

跡出81909竪穴t

No. 種 類 出土居位 切り離し 調 整 備 すJ 

須 恵、 器 掘 り 方 へラ切り 赤褐色

2 須 恵 器 掘 り 方 へラ切り 体下端回転ケズリ 墨書 「二隊」

3 須 恵、 器 掘 り 方 へラ切り 屑部回転ケズリ 転用硯

4 赤褐色土器 掘 り 方 糸切り 体下端、底部ケズリ 墨書 「酒所J

5 赤褐色土器 掘 り 方 糸切り 体下端回転ケズリ 墨書 「酒所J

6 赤褐色土器 掘 り 方 糸切り 体下端、 底部周縁回転ケズリ
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1 : 3 

26m80 

No. 種 類

須 恵、 器

2 須 恵 器

3 須 恵、 器

4 須 恵 ~ð 
5 5頁 恵、 器

6 須 恵 器

7 須 恵 ~ 
8 須 恵 器

9 5頁 恵 器

]0 須 恵、 器

11 須 恵 器

12 須 恵 器

13 須 恵 器

14 須 恵 器

15 2頁 恵 器

16 須 恵 器

]7 赤褐色土器

18 赤褐色土器

19 赤褐色土器

2(3-492) 

~-496) 
第72図 SK905土墳出土遺物

出土居位 切り離し 調

表 土 へラ切り

表 採 へラ切り

耕 作 土 糸切り

表 採 糸切り 底部全面ケズリ

表 土 へラ切り

表 土 へフ切り

表 土 ヘラ切り

表 土 へフ切り

表 土 糸切り

表 土 へラ切り

表 土 へラ切り

表 土 へラ切り 体下端回転ケズリ

plt 2 ] 3 

表 土

表 土 へラ切り 外面回転ケズリ

表 土

表 土 糸切り 体下端回転ケズリ

表 土 体下端回転ケズリ

表 土

- 47 -

整 備 考

墨書 「口田」

墨書「所j

墨書 「厨」

墨書

墨書

墨書

墨書 「厨」

墨書 「厨」

墨書 「厨」

墨書

墨書 「山J

墨書 「尻口J

円面硯

墨書 「官J



焼土を検出した。床面は焼土，炭化物が踏み固められた状態である。

SI895竪穴住居跡 (第67図，図版17)

前述の81893の埋土内で検出した床面，カマドの痕跡と考えられる焼土塊を本住居跡とした。し

たがって，全体については不明である。床面である炭化物層は， 81894埋

とから，本住居跡は81893，894より新しいものである。

SI909竪穴住居跡 (第59図)

まで延びている乙

81209と重複し，それより新しいものである。81209の埋

考えられる焼土塊を検出した。

で炭化物と床面，カマドの痕跡と

SK905土墳 (第58図，図版 6) 

8D900， 8A913柱列と重複し，前者より新しく，後者より古いものである。直径1.5mの円形，

深さ30cmの鍋底状の掘り込みで，埋土内から須恵器，赤褐色土器がまとまって出土した。

一土~第2層出土造物(第74・75・76図，図版44---47)

No. 種 類 出土居位 切り離し 調 整 備 考

20 赤褐色土器 表 土 糸切り 墨書

21 赤褐色土器 耕 作 土 墨書 「行」

22 赤褐色土器 表 採 糸切り

23 赤褐色土器 耕 作 土 糸切り 墨書絵か

24 赤褐色土器 表 土 糸切り 墨書 「道」

25 赤褐色土器 表 土 糸切り 墨書 「福」

26 赤褐色土器 表 土 糸切り 体下端回転ケズリ 墨書 「ーJ

27 赤褐色土器 表 土 糸切り 墨書

28 赤褐色土器 表 土 糸切り 墨書 「厨」

29 赤褐色土器 表 土 糸切り 墨書 「厨J

30 赤褐色土器 第 4 居 糸切り

31 赤褐色土器 第 居 糸切り

32 中世陶器 表 採

33 中世陶器 表 土

34 中世陶器 表 土

35 中世陶器 表 土 静止糸きり

36 砥 石 表 土

37 砥 石 表 土

38 中世陶器 表 土

第3層出土造物(第77図，図版47)

No. 種 類 出土層位 切り離し 調 整 備 考

赤褐色土器 第 3 居 糸切り

2 赤褐色土器 第 3 層 糸切り

3 赤褐色土器 第 3 層 糸切り 墨書 「清」

4 赤褐色土器 第 3 居 糸切り 墨書 「厨」

5 赤褐色土器 第 3 居 糸切り 墨書 rOJ

6 須 恵 器 第 3 庖 円面硯

7 砥 石 第 3 層
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第74図 表土~第 2層出土造物
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1 (3-553) 

¥二上グ

¥1 に bd
2 (3-554) 

6 (3-558) 

1 : 3 

7 (3-559) 

第 4層出土造物(第78図，図版47・48)

No. 種 類 出土層位 切り離し 調 整 備 考

赤褐色土器 第 4 層 糸切り 墨書「今」

2 赤褐色土器 第 4 層 糸切り 体下端回転ケズリ

3 土 日市 器 第 4 層 糸切り 内外面磨き 内黒

4 赤褐色土器 第 4 層 糸切り 体下端回転ケズリ

5 赤褐色土器 第 4 層 糸切り 墨書

6 赤褐色土器 第 4 層 糸切り

7 赤褐色土器 第 4 層 糸切り

8 赤褐色土器 第 4 層 糸切り

9 赤褐色土器 第 4 層 糸切り

10 赤褐色土器 第 4 層 糸切り

11 赤褐色土器 第 4 層 糸切り

12 赤褐色土器 第 4 層 糸切り

13 赤褐色土器 第 4 層 糸切り 墨書「厨J

14 灰軸陶器 第 4 層 体下端回転ケズリ

15 土 師 器 第 4 層 土製支脚

16 土 錘 第 4 層

17 土 錘 第 4 層

18 砥 石 第 4 層

19 磨製石斧 第 4 層

p
h
u
 



2 (3-561) 

モヨ f 

No. 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

/ 
¥ Jゴ-

種 類 出 土居 位 切り離し 調

須 恵、 器 第 5 庖 糸切り

須 恵 器 第 5 層 糸切り

整

赤褐色土器 第 5 居 糸切り 体下端，底部周縁回転ケズリ

赤 褐 色土器 第 5 居 糸切り

赤 褐 色土器 第 5 層 糸切り

赤 褐色土器 第 5 層 糸切り

赤褐色土器 第 5 居 糸切り

赤褐色土器 第 5 層 糸切り

赤 褐 色土器 第 5 屑 糸切り

赤褐色土器 第 5 層 糸切り
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備 考

墨書 「上」

墨書 「岳J

墨書 「新J

墨書 「二J

墨書 「厨」

墨書 rEDJ
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第 6層出土遺物(第801dJ，

、¥一__j二二プ

第79図 第 5層出土遺物

刈版49・50)
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実主手矛グ
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No. 種 類 出土居位 切り離し 調 整 備 矛JF 

須 恵 器 第 6 層 糸切り 墨書「天J・油煙

2 須 恵 器 第 6 層 ヘラ切り 墨書「仕料」

3 須 恵 器 第 6 居 へラ切り 墨書「田J

4 須 恵 器 第 6 屑 へラ切り 墨書「介」

5 須 恵 器 第 6 届 へラ切り 墨書「秋」

6 須 恵 器 第 6 層 糸切り 墨書「酒」

7 須 恵 器 第 6 層 へラ切り 墨書「中J

8 須 恵 器 第 6 層 へラ切り 墨書「厨」

9 赤褐色土器 第 6 層 糸切り 体下端回転ケズリ 油煙

10 赤褐色土器 第 6 居 糸切り

11 赤褐色土器 第 6 居 糸切り

12 赤褐色土器 第 6 層 糸切り

13 赤褐 色 土器 第 6 層 糸切り 墨書

14 赤褐色土器 第 6 層 糸切り 墨書「二」

15 赤褐色土器 第 6 庖 墨書「口所」

16 砥 石 第 6 届

17 土 錘 第 6 居

18 砥 石 第 6 層

19 磨製石斧 第 6 屈

週

体下総回転ケズリ 、磨き

q
J
 

R
d
 



SK906掘り方 (第 2図，図版16)

81890と重複し，乙れより新しい柱掘り方であるが，現在乙れに組み合う掘り方は検出されてお

らず，発掘区外西に延びる可能性がある。掘り方 K重複があり，新しい掘り方埋土は，粘土を

体とするものである。

1 (3 -589) 

込
¥

4 (3-592) 

7 (3ー 595)

、
・.

¥ L ， 
3 (3-591) 

k グ

、51 L 三「
¥ ドてグ ¥← -t::::ーク

伝 1)ーo 口口
1 : 3 

14 (3-602) 

16 (3-604) 

10em 

15 (3-603) 

第80図第6層出土造物 …5)⑥ 
- 54 -



SA914ピット (第67図，図版18)

81893カマドを一部壊してい る直径20cmのピッ トである。埋土内から槍飽と考えられる鉄製品が

出土した。

SK915埋賓遺構 (第73図，図版19)

レ
」
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1 : 3 
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第81図第 8層出土遺物

4 (3-609) 

第 9・10層出土遺物(第82図，図版51.52) 

5 (3-610) 

No. 種 類 出土層位 切り離し 調 整 備 考

須 恵 器 第 10層 へラ切り 墨書 「厨」

2 須 恵 器 第 10層 へラ切り

3 須 恵 器 第 10層 へフ切り 墨書 「大J
4 須 恵 器 第 10層 へラ切り 墨書 「諸J
5 須 恵 器 第 10層 へラ切り 円面硯

6 赤褐色土器 第 10層 糸切り 体下端回転ケズリ 墨書 「中子」

7 赤褐色土器 第 10層 糸切り 体下端、底部周縁回転ケズリ

8 赤褐色土器 第 10層 糸切り 体下端回転ケズリ

9 赤褐色土器 第 10層 糸切り 体下端回転ケズリ

10 赤褐色土器 第 10層 糸切り 体下端回転ケズリ 油煙

11 赤褐色土器 第 10層 糸切り 体下端回転ケズリ 油煙

12 赤褐色土器 第 10層 糸切り

13 赤褐色土器 第 10層 糸切り 墨書 「客人J
14 赤褐色土器 第 9 層 糸切り 墨書 「上」

15 赤褐色土器 第 9 層 糸切り 墨書 「中食」

16 砥 石 第 10層

17 軒 丸 瓦 第 10層

第11---地山層出土遺物(第83図，図版52)

No. 種 類 出土層位 切り離し 調 整 備 考
須 恵 器 最 下 層 ヘラ切り 油煙

2 須 恵 器 地山直上 へラ切り 墨書 「司」

3 須 恵 器 第 l 1層 へフ切り 墨書 「秋田J

4 赤褐色土器 第 1 1層 糸切り 体下端回転ケズリ

5 縄文土器 地 山 砂 SK915埋蜜

6 縄文土器 地 IlJ 砂

F
h
d
 



2 (3-6] 2) 

3 (3-6]3) 

(会j
5 (3-6]5) 4 (3-6]4) 

モゴ 亡まプ
に4 で ;J

]0 (3-620) 9 (3-619) 

込斗 〈ヰ~~主三ヨ
-cd ""---よゴ /乏こ
4川(α小一3ト一

目U
16 (3-626) 

第82~
第 9居~第10
出土造物

ι 

戸

h
u

p
h
u
 



1 (3-628) 

¥七二

」主ヲノ
4 (3-631) 

3 (3ー 630)

一一一 ・ - JLうγ七二~9ì;::~:主二二三~z;:-;;T----- ーハ

:三彩:fS~主必:判 以
...，.'.¥00'四γ..--_:'... ・'!. . ~ ; '.1 川

、 φ~~，i~υJJdf〈〆μ俗4 パ
旬、~、1'::ン・t九三凶作;.~ I J 

・て

4 

5 (3-632) 

第83図 第11層~地山層出土遺物

司，，F「u

ヴ
M
U

一

向代
M
附

戸

川

…扇
動

au--民労
窃
二
人γ
υ
一

.
JA

m
w
vwぺ



10 (3-642) 

ε2 ~- @ 

n 。
u 。。

12 (3-644) 13 (3-645) 14 (3-646) 

18 (3-650) 

2 (3-634) 

c仁コ...-
(j) @ 

16 (3-648) 17 (3-649) 

IOcm 

第84図 地山直上互層堆積出土造物
(炭化物，焼土，黄白色粘土)

- 58-



地山直上互層堆積出土遺物(第84図，図版53)

No. 種 類 出土居位 切り離し 調 整 備 考

土 日市 器 互層堆積 外商手持ちケズリ、内面撫で 非内黒 ・ロクロ

2 須 恵 器 互層堆積 ヘラ切り

3 須 恵 器 互届堆積 へラ切り

4 須 恵 器 互居堆積 底部手持ちケズリ

5 須 恵、 器 互届堆積 糸切り へラ記号

6 須 恵 器 互居堆積 へラ切り 体下端回転ケズリ 油煙

7 須 恵 器 互居堆積 へラ切り 体下端撫で

8 須 恵、 器 互層堆積 品杯

9 須 恵 器 互庖 堆積 局主不

10 須 恵 器 互層堆積 局主不

11 須 恵 器 互屑 堆 積 高杯

12 鉄 斧 互庖堆積

13 鉄 鍬 互居堆積

14 鉄 鎌 互層堆積

15 刀 子 互屈堆積

16 砥 石 互層堆積

17 砥 石 互居堆積

18 砥 石 互層 堆積

19 砥 石 互 層 堆積

地山飛砂層で検出された縄文時代の埋蜜遺構である。単節斜縄文の深鉢形土器が直立した状態で

出土した。埋設の際の掘り込みは，土器ぎりぎりに行ったためか明確にするととができなかった。

3)各層位出土遺物

第44次調査地での基本的層序は， 第 l層~第 3層までが耕作土，第 4層が赤褐色土器片を含む

色砂質土，第 5J雷が灰褐色砂，褐色砂，第 6層が粘土.第 7層が褐色砂，第 8層が焼土，第 9J曲~

10屈が褐色砂，赤褐色砂，第11......，地山居までが黄褐色砂(炭化物混入)である、また調査区南半，

8201付近IC，傾斜面を流れた土砂が何らかの原因で堰き止められたと考えられる互層堆積層が地

山飛砂層上に認められる。互層堆積層の南では，築地崩壊土と考えられる粘土層を検出しているが，

即予的に第 4層の下層であるという以外は北側の他の屈と直接には結び、つかない。

E 第45次発掘調査

1 )調査経過

第45次調査は，住宅改築iζ伴う緊急、発掘調査で，委保第 4の335号の通知iζ基づいて実施した口

調査地は，秋田市寺内字大小路192番地， 長谷川謙治宅地内である。

発掘調査は，東 ・西 2本の卜レンチを設定し 5月6日から同17日まで.第44次調査と並行して実

施した。調査面積は，約]8rrfである。
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東
ト
レ
ン
チ

調査地は，第10次， 13次， 24次.

29次調査で検出した秋田城外郭線

乙れに関連の延長線上K位置し，
長谷川宅

する遺構の存在が予想されていた。

住宅前庭部に設定した西トレン

一面にアスフア ルト舗

その際に敷き均さ装されており，

チ表面は，

路
。 1 2∞ .m 

道

れた砕石を除去すると遺構検出面

の飛砂層である。住宅東側iζ設定

した東トレンチは，地表面直下K 車 l
飛砂層とその下の寺内層(粘土層) 庫 1

が検出された乙とから，包含層及ー」

び飛砂層の一部が削平されたもの

と考えられた。

調査の結果，西トレンチ内から

第45次調査検出遺構図第85図
築地，櫓状掘立柱建物跡が検出さ

れた。

2)検出遺構と出土遺物

(第85，86図，図版20，21) SF916築地

長谷川氏宅地南西部の道路境界K東西約15m，幅約

2 m，高さ約 1mの土手状の高まりがあった。その裾

部分の一部を削り土層の堆積状態を観察したと乙ろ，

厚さ20cm--40cmの黄白色粘土が認、められた。粘土層は，

げられたもので，部分的に版築飛砂層上lζ直接積み

状の互層をなしており，焼土，炭化物の混入する土層

には瓦片が含まれるものの，下層は無遺物を境に上

乙の乙とから，第29次調査検出築地の延であった。

粘土積み土を築地の積み長線である乙ともあり，下

8F916築地 1 1 100 ケ
8B917 AB建物跡

方向等については，土手Iと樺が植え並べられており，明確にする 乙とができなかった。

第86灰
その幅，しかし，をその崩壊土と判断した。，上

(第86図，図版20，21) 

粘土遺構を切る状態で，新 ・旧 2時期の掘立住建物跡が検出された。いずれも北側の住列で，新

n
U
 

F
O
 

SB917A.B建物跡



期8B917Aの掘り方は 2個，旧期8B917B

の掘り方は 3個である。新期の柱痕跡の

間隔は，抜き穴の状況から約2.4mと考

えられ，旧期掘り方とほぼ同位置で建て

替えているものの，わずかに西に位置を
E二二二二二二

ずらし，掘り方の深さも浅くなっている。 第87図 東トレンチ断面図

乙の建物は東西 2間以上であり，築地を壊している乙とから，築地崩壊後の外郭施設(布掘りを

伴う柱列〉に取り付く 2間x1聞の櫓状建物の可能性がある。掘り方の規模，外郭線との位置関係

など，とれまで検出された第10次， 13次の建物と類似するものである。

遺物は，新 ・旧掘り方内から赤褐色土器，須恵、器杯，内黒土師器，瓦の小片が出土した。

N 第46次発掘調査

列掘り方の断ち割りを行った。その結果，庇3個の柱痕跡には焼土，炭化物の混入が認められ，身

企の新時期の柱痕跡と共通するととが判明した。また掘り方の重複が認められない乙とから，8B 

021BJCは庇が伴わなかったものと考えられる。身舎の掘り方は，すべて 2時期の重複が認めら

れ， 8B021 Aは平面形が円形，深さは8B021Bより浅い鍋底状断面を呈する(14日)。身舎西柱列は，

遺構保存のため断面断ち割りを行わなかった。断面の写真，図面作成及び平面図作成 (30日)。乙

の間，天候，作業工程の関係で度々中断があった。

一方第46次調査は， 草刈後グリッド設定(13日)，表土剥ぎを実施した (28日)。第 2層褐色砂質

(耕作土)を除去したと乙ろ，昨年8B795とした掘立柱建物跡の西方掘り方が検出され，東西 3

間以上である乙とが確認できた。また， 8B795のほぼ真中で西半部が削平された竪穴住居跡が確認

- 6]一

N 



)0 SB795の北，西側(11月 1された
気 ι初 ・ら雨

ヨ?をでは，土取り穴が検出されたが大部分は ~顎コ61~IO 向.. ~8 (火)f礎自
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・4革持者代岨'1""す号抑制S

近世以降の撹乱である乙とが判明し，古

取り穴は， SI 代~中世と断定できる

918の北側に位置するSK919と西側のSK

920である。
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区の西半分は， S1918， SB795の

位置する面より低く約 2mの段差がある。

調

を除去した段階で，不整形の落ち込

乙れらはすべて近世みが検出されたが，

以降の撹乱である乙とが判明した(14

)。東西KTライン，南南10ラインベノレ

区中央部に設定した基準杭を除去

するに先立って槌り方を設定したが，地

ト除去 (8

調

形の高低差が大きいため水糸を 2段iζ し

た。標高は，上段が39.70m，下段は

挿図 738.20 mである(10
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含め再調査を実施した。しかし，調査期間の制約で精査できなかたため，今次第46次調査として実

施したものである。

本建物跡は， 一部lζ整地地業が認められる。最も遺存状況の良好な中央部土手上で検出されたも

ので，赤褐色土を厚さ約20cm--30cmで=地山ローム層上に積み上げている。積み土は，版築状ではな

いが比較的堅く締まり、瓦等が混入している。乙の積み土が基壇を構成するのか，またSB021Bの

時期にも伴ったものか不明である。

SB021A 

SB021Bより新しい。北西部の土手及び一段低い部分を調査したと乙ろ.掘り方の底面が遺存

している乙とが確認できた。また東には、庇の取り付く事も判明した。乙のととから建物の規模は

東西2間×南北 3聞に東の片庇を伴う掘立柱建物跡と考えられる。柱聞は，南妻の西から 3m+

2. 9m +2. 8m，東桁の北から2.3 m + 2. 3 m + 2. 2 mで・ある。掘り方は，径約1.2mの円形，深さは深

A-

ム
(
)
臼
∞
O

ー
の、

回

1 100 

2m 

A' 
40m60 

第89匝
SB021A・B建物跡

R
U
 

F
h
u
 



いもので約1.2m，断面は鍋底状を呈する。掘り方埋土は，赤褐色のボソボソしたものと，黄褐色

を堅く版築状に叩き締めた両者が認められる。柱痕跡は，径約40cmで掘り方底面の 5cm--8 cm手

前まで達する。柱痕跡の埋土には，焼土，炭化物，スサ入り壁土等が多く混入している。

庇の掘り方は，長軸が60cm--80cmの長方形で‘南の 3個は南北iζ長く ，深さは約70cmで、ある。柱痕

跡は，径約25cmと小規模で・あるが，埋土の状況は身舎と同様であるととから， 8B021AK伴うもの

と考えられる。

SB021 A出土遺物

掘り方埋土、柱痕跡から瓦，赤褐色土器，須恵器杯等の小片が出土している。

SB021 B 

8B021Aより古くほぼ同位置，同規模で重複し，掘り方K特徴が認められる。すなわち，南北列

の掘り方は，上面から深さ約50cm--70cm，幅約1.3m程の布掘り地業を施し，さらにその内部に深

さ約50cm程の方形掘り方を掘る。ただ，南北中央柱列の 2間目と 3問自の部分は，布掘り地業が認

められない。柱痕跡は8B021AICよってすべて破壊されている。

SB021 B出土遺物

南北中央柱列南から 2個目の掘り方底面K平瓦が一点、出土した。

SB795建物跡 第90図，図版24)

の柱列は，撹乱，土取り穴のため検出できなかったが，東西 4間×南北2間の掘立柱建物跡

と考えられる。柱聞は，東西が西から?+2. 5m +2. 4m +2.1 m，南北が北から掘り方心心で2.3m

+2.5mである。掘り方は，ほぼ方形を呈するが，方向は必ずしも整然、とした配列は取らない。掘

り方内からの造物は認められなかった。。
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SI918竪穴住居跡第91図，図版25)

東半部のみが残存する。東壁の状況から一辺が約

2.7mと考えられる。カマドは、北壁iζ付設され，西

袖先端1<::芯材として玉縁付き丸瓦が用いられている。

カマド内iζは，支脚と考えられる拳大の河原石が3等

分された形で検出された。壁際には幅15cm--20cm，深

さ約 5cmの周溝が巡る。床面は，掘り方の凹凸を均す

ように地山と同種の赤褐色粘質土で貼り床されている。

SI918出土遺物

カマド内から火を受けた土師器翌日縁部，床面から

は須恵器杯，土師器墾底部が出土したがし 1ずれも小片
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で図示できなかった。
ぃ ω

S0920溝跡 (第88図，図版23) 第91図 81918竪穴住居跡 !"，， 1 .d 

耕作土を除去した段階で検出された。上面幅約 2m，深さ約20cm--30cmの緩やかな鍋底状の断面

を呈する。上部の大部分は耕作のため削平されたものと考えられるo

S0920出土遺物

埋土から赤褐色土器，丸，平瓦，珠洲系中世陶器が出土 したが，いずれも小片で図示で=きなかっ

た。

S0921溝跡 (第88図，図版23)

調査区の北東から南西方向に延び約14m程で、8D920と交文する。北東部は，近世以降の撹乱で破

壊されている。昨年度第43次調査検出の8D801の延長と考え られる。

造物は，埋土から瓦の小片が出土した。

SK919土取り穴 (第88図，図版23)

8D921と近世以降の撹乱によって破壊され，掘り方の南側が一部遺存するに過ぎない。底面iζは，

問、色腐植土の堆積が認められる乙とから， 長期間放置された状態がうかがわれる。

遺物は，埋土から瓦，珠洲系中世陶器の小片が出土している。

SK920土取り穴 (第88図，図版23)

近世以降の撹乱により壁は破壊され，底面の黒色腐植土面がわずかに遺存している。

遺物は， 黒色腐植土lζ突き刺さった状態で瓦，赤褐色土器の小片が出土している。
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V ま と め

1 )第44次調査

<竪穴住居跡>

検出層位によって 3段階に大別した。

第 1段階は，第 5層~第 8層焼土面で検出されたものである。乙の中で方形の掘り込みを持つが，

カマドを有しないものについては竪穴遺構として扱った。遺構は 9軒検出されたが，そのうち竪穴

遺構が 6軒を占める。

各々の新旧関係は， S 1 853→ 852→ 850→ S 1 849→ 848と新しくなり， S 1 854はS1 848 

より古く， S 1 851はS1 850より 古い。 S1 846， 847は同時期と考えられる。

第 2段階は，第 9層遺構面で検出された。 18軒検出されたうちの 3軒は，小規模な竪穴遺構であ

る。各々の新旧関係は， S 1 872→ 871・873，S 1 863→ 862， S 1 867→ 868， S 1 876→ 877 

と新しくなる。

第 3段階は下層面で検出された。 10軒のうち 2軒は被火災住居跡 (S1 209・890)である。両

住居跡は，南北に約 8mの聞をおいて東壁を揃えた状態で・構築されている乙とから，同時期と考え

られる。各々の新旧関係は， S 1 894→ 893→ 892→ 896， S 1 236→ 891→ 237， S 1 909→ 209 

と新しくなる。

以上、検出遺構面を基準，C3段階に大別したが，乙乙で各時期の選地と大よその年代についてふ

れておきたい。

第 1段階は，竪穴住居跡が調査地の北側に集中する傾向を示す。遺物は，同遺構面の上，下層の

第 5層~第 8層から完形品を含む多量の赤褐色土器が出土するのに対し，須恵器は破片を含めても

極めて小量で、ある。すなわち，乙の状況は赤褐色土器の盛業を示すものであり，年代的には 9世紀

後半後葉から10世紀前半の時期を考える乙とができる。

第 2段階は，住居跡数も増加し，調査地全域に広がる傾向を示す。造物は，第 9，10層にかけて

須恵器・赤褐色土器がほぼ同量の割合で認められる。 しかも赤褐色土器の大半は 体部下端から底部

周縁にかけて回転，手持ちケズリを施す乙とから 9世紀前半から後半前葉と考えられる。

第 3段階は，東西の選地が西側K集中する点、で前者とは異なる。遺物は，第11層，地山

堆積層から須恵器，非ロクロ丸底風土師器杯，体部下端ケズリ調整の赤褐色土器等が出土している。

しかし乙れら各層出土土器は，包含層という性質上ある程度の時期差を考慮しなければならない。

一方竪穴住居跡は，最下層検出のS1 892， 894床面から非ロクロ丸底風土師器杯が出土する。乙 の

ζ とから第 3段階の竪穴住居跡群は，概ね 8世紀後半前葉から 9世紀前葉K位置付ける乙とができ

ょう 。

口
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<溝>

調査区東側で検出された南北に延びる 3本の溝は，位置，方向性や周囲の掘り方に先行する遺構

として大きな意義が考えられる。

すなわち， S D899は政庁中軸線から約10m，S D900は約11m， S D 901は約12.6m西に検出

されている乙とから，本溝跡は政庁南門から外郭南門に至る大路の西側溝の可能性が考えられる。

乙の乙とは，竪穴住居跡を含む第 3段階の遺構群がSD899の西に営まれる乙とも，その可能性を

示唆するものである。

溝の新旧関係については，耕作による削平のため不明である。
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秋田城跡調査事務所要項

I 組織規定

/昭和37年 5月8日 教育規則第 3号、
秋田市教育委員会事務局組織規則 抜粋 I:~ .，~~ ---. v ::，~::::~~: :=::，~:::.:.~ ~ J 

1改正 昭和52年11月21日第11号/

第 1条

4. 第 3条第 4項に掲げる事務を分掌させるため，文化振興課に所属する機関として，秋田城

跡調査事務所を置 く。

第 3条

4. 秋田城跡調査事務所における事務分掌は おおむね次のとおりにする。

史跡秋田城跡の発掘に関するとと。

二 史跡秋田城跡の出土品の調査および研究に関する乙と。

E 発掘調査体制

1 )調査体制

秋田市教育委員会

教 育 長 高泉宏作

文化振興課長 奥山良=

調査機関

秋田城跡調査事務所

所長(参事) 佐々木栄孝

査 小松正夫

社会教育主事 日野 久

補 佐 員 佐々木さゆり

2 )調査指導機関

宮城県多賀城跡調査研究所
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図版2 上:第44次調査発掘前(南→)
下// 上層全景(北→)



図版 3 上 :第44次調査第 9層面遺構全景(北→)
下 n n n (南→)



図版 4 上 :第44次調査上層面遺構(西→)
下 11 下層遺構全景(北→)



図版 5 上 :8B843建物跡 (西→)
下:8B889建物跡 (西→)

8A907柱列



図版 6 SA913住列

SD899・900・901溝跡、 SK905
土壌 (西→)

向上(北→)



図版 7 上 :SE855井戸跡(南→)
下:SE886井戸跡(南→)



8B889建物跡掘り方

8X883 ・ 882 ・ 881 ~焼土遺構

図版 8



図版 9 上 :8X978鍛冶炉跡(西→)
下 :81848竪穴遺構(北→)



図版10 上 :81849竪穴住居跡(南→)

8D860溝
: 81846竪穴遺構(西→)



図版11 上 :81847竪穴遺構(西→)
下 :81867・868竪穴遺構(南→)



81875竪穴住居跡(北→)

81876・877竪穴住居跡(南→)

図版12



図版13 上 :81206竪穴住居跡 (第17次調査) ・8K904土墳(西→)
下 :81869竪穴住居跡 (東→)



図版14 上 :SI871・872・873竪穴住居跡 (北→)
下:SI891竪穴住居跡



図版15 上 :81863竪穴住居跡 (西→)
下 :81890 /1 (東→)



図版16 上 :81890竪穴住居跡(東→)
81866竪穴遺構 8K906掘り方

下// // 南東コーナー炭化材(北→)



図版17 上 :81892・893・894・895竪穴住居跡 (南→)
下// // 土層断面(南→)



図版18 81206カマド

81891カマド

81893カマド

8I872カマド

81863カマド

81893カマド+由



図版19 上 :第4--6層遺物出土状況
中 :土壌造物出土状況
下 :互層堆積層遺物出土状況

: 81876遺物出土状況
中 :81890遺物出土状況
下 :地山出土縄文土器



図版20 上 :第45次調査発掘前(東→)
下:SB913A・B建物跡(東→)



図版21 上 :SB913A・B建物跡(東→)
下:第45次調査東トレンチ(南→)





図版23 上 :第46次調査全景(東→)
(北→)



8B795建物跡掘り方

図版24



81918カマド

81918カマド



図版26 上 :SB021A・B建物跡(東→)
下 N N 掘り方



図版27 上 ・下 :SB021A建物跡掘り方



図版28 SX878鍛冶炉跡、遺構切り取り作業
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図版29 1 --5 SB845建物跡出土遺物 6 --12 第 6層SA912ピット群出土遺物
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図版30 1 --14 第 6層SA912ピット群出土造物
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図版31 1・2 8D857溝出土遺物 3 --12 81206竪穴住居跡出土遺物(第17次調査)
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図版32 1 --5 81206竪穴住居跡出土遺物(第17次調査)
6 --12 81209竪穴住居跡出土遺物(第17次調査)
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図版33 1・2 81237竪穴遺構出土遺物(第17次調査) 3 --13 81846竪穴遺構出土遺物
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図版34 1，.._， 6 8I846竪穴遺構出土遺物
7 ，.._， 15 8I847竪穴遺構出土遺物
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図版35 1.._ 11 81848竪穴遺構出土遺物 12・13 81849竪穴住居跡出土遺物
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図版36 1 ---5 81849竪穴住居跡出土造物
6・7 81850竪穴遺構出土遺物

8 81853竪穴遺構出土遺物
9 ---11 81864竪穴住居跡出土遺物

12 

12 81867竪穴住居跡出土造物
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図版37 1......， 11 81869竪穴住居跡出土遺物



図版38 1 --3 
4 --15 
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図版40 1・2
3・4
5---8 
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図版41 1........11 81890竪穴住居跡出土遺物 15 81894竪穴住居跡出土造物
12 81891竪穴住居跡出土遺物 16 81909竪穴住居跡出土造物
13 81892竪穴住居跡出土造物
14 8A914ピッ ト
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図版42 1 --6 SK887土壌出土遺物
7 --12 SK905土墳出土遺物
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図版43 1 --5 SK908土墳出土遺物
6 SK902土墳出土造物
7 SK903土墳出土遺物
8 SK904土墳出土造物

9 SK906土墳出土遺物
10 SK910土墳出土造物
11 SK911土墳出土造物
12 SA907掘り方出土遺物
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図版44 1 -4 SE855井戸跡出土遺物
5 SX884焼土遺構出土遺物

6 -11 表土~第 2層出土遺物
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図版45 1 --14 表土~第 2 出土造物
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図版46 1 ---] 5 表土~第2届 出土造物
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図版49 1 ---7 第 5層 出土造物
8---12 第 6層 出土造物
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図版50 1 --12 第 6層出土造物
13--17 第8層出土造物
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図版51 1 ---15 第 9層~第10層 出土造物
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図版52 1・2 第 9国

~第10層 出土遺物
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図版53 1 --19 地山 堆積(炭化物 ・焼土 ・黄白色粘



秋田市教育委員会

秋田城跡調査事務所
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